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論文内容： 

 東京電力福島第一原子力発電所事故によって放出された放射性セシウムの一部は生態系内を移動・循

環しています。しかし、食物網による放射性セシウムの移行については未解明の点が多いのが現状です。

そこで本研究では捕食性の造網性クモ類であるジョロウグモに注目し、事故現場から北西約 11km に位

置する森林と川岸で本種を介して移行する放射性セシウムの動態をしらべました。その結果、事故後約

6.5 年が経過した時点で採集したすべてのクモから放射性セシウムが検出されました。一方、森林と川

岸で採集されたクモの炭素・窒素安定同位体比には有意差があり、クモが利用する餌資源が両環境のあ

いだでことなることが確認されました。この結果は、放射性セシウムが食物網により陸域・水域のさま

ざまな経路で捕食者に移行している可能性をしめすものです。また本研究により、クモが森林生態系に

おける放射性セシウムの動態を把握するための指標として有効であることが示唆されました。 

 

JNST Most Popular Article Award 2022とは 

 2021 年発行の Journal of Nuclear Science and Technology 誌に掲載されたなかでダウンロード数の多か

った論文におくられる賞です。 
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森林（緑のバー）および川岸（青のバー）で採集したジョロウグモから検出されたセシウム 137の

濃度（a）と移行係数（b）。 
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森林（緑のバー）および川岸（青のバー）で採集したジョロウグモの炭素安定同位体比（a）と窒素

安定同位体比（b）。 


